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西 洋 度 量 衡 の 受 容 （1）
＊

　 　 　 　 　 　 　 ＊ ＊

橋　本　萬　平

1　 度量衡と文化

　人間の 文化は度量衡 と切 り離す事が 出来ない 。

古代に於て 個人 が衣服を裁 っ も、その 寸法を定

め て 作らない と体に合わず役 に 立た な い 。 又
一

家で
一

日の 食料を調理す るに も、 主食の 量を
一

人い くら と定め て 、家族の 人数に 応 じて 作 らな

ければ過不足が生 じて 困るで あろ う。 或は食料

を得る為 に山や海に 行 っ た り猟場に往復す るに

も、距離 と時間 、 荷物 の 重さ等を考えて おかな

い と 、 途中で 日が暮れた りして 危険な目に あ う

事 もある 。

　以 上 の 事を正確 に且 っ 安全 に処理す るに は 、

ど う して も長 さ、量 、 重 さ更に時 間を数値 と し

て 表現 し理解 をす る事が 必要で ある 。 即ち度量

衡並 に 時間の 単位を確定 しな けれ ばな らない 訳

で ある 。

　 又人間が集団生活をす る様にな る と、そ の 集

団の 全構成員の 利益を計 る為 に 種々 の 営為を行

う必要が ある。それを行 う為 に必要な経費 はそ

の 集団に属す る者が提供 しな ければな らな い 、

国で あれ ば税で あ る。 貨幣経済が行われなか っ

た 古代で は当然物納で あ っ た 。 そ の 時に 必要な

量を確保 した り公平 を期す るに は、土地の 面積

を知 っ た り物の 長 さや量 を指定 しな ければな ら

なか っ た 。 結局すべ て の 物を数 量化す る事 が文

化へ の 一
つ の 要件で あ っ た 。 即 ち度量衡制度の

確定が文化の 第
一

歩で あ る。 こ の 事を知 っ た昔

の 偉大な為政者は、政権 を武 力で得 ると直に 平

和な政治を行う為に、度量衡の 制定を行 っ た 。

中国の 秦の 始皇帝が そ の 例で あり、 日本の 織田

信長や豊臣秀吉、徳川家康 もそ の 例に もれない 。

　古代の 日本の 令や式 も、 結局 はあ らゆ る事を

数値と して表現する事が大部分で ある 。 今に 残

る膨大な 50巻 の r延喜式』 を見る とこ の 感が一

層深 くな る。結局文化の 進展 は度量衡制度の 進

歩で あ ると言 わざ るを得な い 。

2　 西洋度量衡の 受容

　文化の 後進国で あ っ た 日本は 、 古代はす べ て

の 文物 を大陸か ら受け入れそ れを模倣 した 。 度

量衡 に つ い て も同様で あ る 。 ど の 様に して 中国

の 度量衡を誤 りな く伝え、実施す るかが 重要な

問題で あ っ た。それに関 して は江戸時代 の 多 く

の 考証学者の 研究 があるが 、 古代 に 於て は 同文、

隣国の 中国の 事を知 る の は 、 あま り困難で は な

か っ た か も知れない 。

　所が 室町時代末期に な っ て 、全 く異質の 西洋

文化 と接触する様にな っ た 。 天文 12年 （1543）

ポ ル トガル船が 始めて 種子島に姿を現わ して 以

来 、 次第に 泰西の 文化が 日本に 流入 して きた 。

そ の 中で も天文 、医療 は各人 の 生存に 直接関係

する切実な問題で あ っ た。 これ らの 文化 を理解

し応用 するに は 、 どうして も西洋の 度量衡 と日

本の そ れ との 対応 を知 らね ばな らなか っ た 。 例

えば西洋の 航海術或は南方の 地理 を伝えた r元

和航海書S （元和 4年
一1618の 自序があ る）には

　 O 　ガ ラブ 1 っ はナ ン バ ン道 17里 半也 。 南蛮

　　 の 1里 は 日本の 2里 14町 1反半 1尺 5 寸也。
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　　之 に 因 て ガラ ブ 1 っ は 日本道41里 31町 6 反

　　 5聞 3尺 5寸也 。

　 ○　ガラ ブ 1っ を60分にわ り、 1っ を ミヌ ウ

　　 トと云 。 此 ミヌ ウ ト1っ は25町 1反 1間 4

　　 尺 5寸あり 。

とあ る 。 結局ナ ン バ ン道 1里の 距離 と日本の 長

さ との 関係がわか らなければ 、 航海の 安全を期

す る事が出来な い の で ある 。 又各所 に 於 ける海

の 深 さを 「尋 」 で 表 して い るが 、 西洋 の こ の

「尋」 が 日本尺の どの 位に相当す るかがわか ら

な ければ役 に立 たない 。 これを考慮 して 同書の

解説 に は 「ピラ ウ ト （水先案内の 事）の 路の の

りの 事」 と して

　 ○　大麦 を横に 3粒な らべ て 、 指 1っ ぶ せ と

　　 定む 。

　 ○　指 16な らべ て 、足の うら （くっ をは きた

　　 る也） 1っ と定む 。

　 ○　足の うら 5 つ を ウ ンパ ア ス と云 。 　（ウ ン

　　 パ ア ス は 1 つ の パ ア ス と云事。 4 尺 2寸あ

　　 り。 ）

　O 　パ ア ス 8000を ウ ン レイ ゴ ス と云 。 　（ウ ン

　　 レ イ ゴ ス とは 1里 と い うこ と也 。 ）

　○　此 1里 を丈 に つ もれば 3360丈。 間に つ も

　　れば5169間 1尺 5寸 （1間は 6尺 5寸に し

　　て ） 。 町 に つ もれば86町 1反 3 間 1尺 5寸

　　 （60間を 1町 に して） 。 日本 1里 （36町）

　　に して 2里 14町 1反 3間 1尺 5寸 （6 間を

　　 1反に して ） 。

と説明があ るが 、 こ の 対応 の 基礎と して い る の

が 1パ ア ス で 、 日本の 4尺 2寸 とな っ て い るが 、

その 根拠 の 説明はない 。 然 しこ の 1 パ ア ス を基

準に して 日本の 長 さの単位丈、間、町、里 に換

算 して い るそ の 計算は全て 誤 りがない 。

　又ガラ ブ 1っ が 南蛮里 17里半 と して 、地球 の

周を 6300里 と計算 し前述 の パ ア ス 4尺 2寸 に よ

る 日本里 か ら、地球 の 周囲を 15076里33町2反 1

間 5尺 5寸と出 して い る 。 地球を球体 と認 め て

地球の 周 を日本の 単位で表わ した最初の もの で

あ ろ う。

　論理的 に は測定可能な地球の 緯度 1度 を実測

し 、 そ の 結 果の 南蛮里 と 日本里の 数字の 比較か

ら 、 両者の 関係を求む べ きで あ るが、当時はま

だ 日本で は子午線 1度 の 長さ の 測定が行われて

い なか っ た 。 それで 何等か の 情報 に よ っ て知 っ

た 1パ ア ス 4尺 2寸を基礎数字 と して 、す べ て

の 長さを表現 した もの と考え る。 この 時に使用

された 日本尺 は ど の 様な長さ の もの で あ っ たか

わか らない 。 当時の 日本の 測地が正確で あり1
度の 長さが 精密 に 測定 されて い た とす ると 、 そ

の長さか ら当時の 日本 の 1尺の 長さを確定する

事が 出来 るが、それ は求むべ きで はない 。 例え

ば地球の 周 を日本の 単位で表わ した数字を基に

して 、 地球 の 周 囲を 4万キ ロ メー トル と して 計

算する と 、 当時の 1尺 は現在の 曲尺の 0．624尺 と

な り理 解が出来 ない 。 こ の 1尺は 中国の 古周尺

の 長 さに近 い の で 、 何か それ に 関係が あるの で

はない か と考え た くもな る。

　 上述の 様に西洋文明が移入 され ると、い やお

うな しに西洋の 度量衡との 接触が生 じ、それ を

理 解する必要が起 っ た の で あ る。

　 日本に 伝え られた西洋の 天文学が残 っ て い る

最初の 文書 は 、 沢野忠 庵の 記述 した r乾坤弁

説』 で ある。 向井玄松 が成本の 形に した もの に

は明暦己亥の 序があるが 、 こ の 記年に は疑問が

持たれて い る 。 然 しこの 本は こ の 時代の 前後に

形 を整えた もの で あろ う。

　 こ の 本に よる と子午線 1度の 長さは45里 とあ

る 。 従 っ て 地周は 16200里 と計算 して い る。 こ

れは太陽の 影 に よ っ て 1度 の 差を知 っ た と書い

て あるか ら実測を した もの で あろ う。 然 し こ の

数値に よ ると当時の 1尺が現行曲尺の 0．616尺 と

な りこれ も理 解出来な い
。 測量地点の 緯度の 測

定 とか両地点の 地上距離の 測定 の 誤差 と考え て

も 1尺の 長 さが短 かす ぎる 。 どの 様な測地尺を

使 っ た の か或 は果 して 実測の 結果か ど うか に も

疑悶が ある 。 然 し計算か ら出 した尺の 長 さが 、

上記 の r元和航海書』 の 使用尺 と似た結果が 出

て い るの が、或は何か意味がある の か も知れな

い 。

　次に 残 っ て い る古 い 天文書は 、 イ エ ズ ス 会の
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神学校の 教科書 に 由来す る小林謙 貞の r二 儀略

説』 で あ るが、こ の 中に も度量衡 と して地球の

大きさを示 した 所がある 。 これ は前述 の 『元和

航海書』 と同 じ出所ら しく、地上 1度の 差は安

針 の 路程に て 17里半 で あ り従 っ て 地球の 周 は

6300里 になる と して い る 。 所が この 本で は地周

は 日本の 11530里程にあた れりと異 っ た数字を

示 して い る。 西洋 と日本の 尺度の 対応は 何を根

拠 に して い るの か不明で あ る。

3　 志筑忠雄の 丁度量考』

　日常オ ラ ン ダ人 と接 し、 然 も天文 、 物理書を

含めて 多 くの 蘭書 を翻訳 した志筑忠雄 に と っ て

は、 日蘭の 度量衡 の 対比は常に 当面す る切実な

問題で あ っ た 。 彼は オ ラ ン ダ人に尋 ね 、 本を読

んで知 っ た西 洋の 度量衡の 事 を、ノ ー トに 書 き

留 あ て い っ た様 で あ る 。 そ の 書物を基に して 志

筑 の 高 弟で あ り外国語 の 天才と い わ れ た馬場佐

十郎が 、 更に 自分の 得 た知識を書 き加え た写本

が残 っ て い る 。　 r度量考』 と名付け られて い る 。

江戸時代に蘭学を学んで西洋文明を取 り入れ よ

うと した人 は 、 理 学者 、 医師、 数学者 、 砲術家

を問わずすべ て の人が西洋の度量衡を知 る必要

があ っ た の で 、 多 くの 人が志筑の 本を求め謄写

し参考に した 。 そ れで あちらこち らに い くつ か

の 写本が残 っ て い る 。 所がそ の 写本が原本 を素

直に書 き写 した もの ばか りで はな い 。 そ れ を書

き写 した人が皆蘭学の 知識を持 っ て い た の で 、

自分の 知識を原本 に書 き加えて い っ た 。 そ の 為

に どこ まで が 原本で あり、 どれが 附加され た も

の で あ るか の 判別が 非常に困難で ある 。

　 こ の r度量衡 』 の 書誌学的な事は大森実氏の

研巽みあ る 。 大森氏 は日本 中に残 るこ の 本 の 写

本を探 して 次の 5っ を見 つ けた 。

12904

匚
」

長崎県立長 崎図書館 （長崎本）

静嘉堂 大槻文庫 （大槻本）

山形大学 佐久間文庫本 （佐久間本）

坂 出市鎌田共済会郷土博物館 （坂出本）

天理 大学図書館 （天理本 A ）

括弧中の 命名 は大森氏に よ っ て い る。 但 し天理

本に A の 符号を付 けた の は筆者で ある 。 筆者は

天理大学図書館か ら異写本 r柳圃和蘭度量考S

の コ ピーを得たの で 、そ れ らを区別する為に 前

者を A と し後者 を B と した 。 大森氏は前掲 5本

を掲載語彙の 多数か らその 写本の 筆写年代の 早

晩を判定 して い るが 、 内容に立入 っ て の 論に不

十分 な所が あるの で 、 筆者の考を述 べ て お きた

い 。

　上述の 6本はすべ て 志筑忠雄の 原本に馬場佐

十郎が少 しの 新 ら しい 語彙を付加えた もの に 由

来 して い る 。 それはすべ て の 写本の 最初に 次の

様な同
一の 凡例があ る。

　　　此編は柳圃先生の 嘗て 稿を起せ しもの に

　　 元とづ き、外は僅に 見聞せ る所を増加せ る

　　 の み 。

　　　　　　　文化九年壬申秋　　轂里誌

の 文字があ る 。 志筑忠雄 は文化 3年 （1806）に

病死 した 。 尚こ の 写本は宇田川榕庵の 様に 『轂

里翁度量考』 と呼ん で い る人 もあ る。 次 に各写

本にっ い て 説明をす る。

11｝ 長崎本

　馬場佐十郎は文化 5年 （1808）22歳の 時に 、

その 才能を幕府に 認 め られて 江戸に 召され 、 世

界地図の 編集 の た め の 翻訳を命ぜ られた 。 次で

文化 8年 （1811）に は幕府の
一

大翻訳事業で あ

る シ ヨ メ
ール の r百科全書』 （ r厚生新編』 の

名が っ けられて い る 。 ）の 翻訳の 中心 とな っ て

作業を始め た 。 　r度量考』 が 出来た の は こ の 時

で あ り、年代 か ら見て 馬場が江戸で 編集 した も

の で あろう 。 従 っ て こ の 写本は翻訳事業と関係

があ っ た筈で 、 シ ヨ メール の 中で 知 っ た事を書

き加えて い っ た の で あ ろ う。 但 しこ の シ ヨ メー

ル の 本は 、 原著者志筑忠雄 も前か ら知 っ て い た 。

即ち彼が以前に翻訳 した r暦象新書 』 の 中で 、

ボイ ス ホ ウ デ レ イキ ウ ヲ
ール デ ン ブ ッ ク （斉家

詞籍と云 はん か ） を引用 して い る が、 こ れ が

r厚生新編』 の 原 名で ある 。 又彼 の ノ ー トで あ

る後述 の r柳 圃和蘭度量考追加藁 』 に もこ の 本

の 名が 見 られ る 。
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　 こ の 長崎本の 本文の 始めに

　　　　轂里先生 口 授　　高清馨謹識

と書か れ て い る 。 高済馨 とは秋田藩医の 高須清

馨 、 字は子成、号を松斉とい っ た人で あ る 。 こ

の 長崎本 に は巻首、巻末に 大きい takasの 丸判、

松斉 、 高須清馨 、 子成の 角 判が ある所か ら見る

と 、 高須清馨の 蔵書で あり且 っ 清馨の 自筆本で

あ る と推定で きる。 更 に そ れを確実に する もの

と して 、 所々馬場の 言葉を引用 した所に 師曰 く、

先生曰 くの 語 が見 られる。 これ は他の 写本 には

全 くな い 。 こ れ は師を敬う弟子な らで は の 言葉

で あ る。 こ れか ら私は志筑忠雄の r度量考』 の

沢山ある写 本の 中で 、こ の 長崎本が最 も古い と

推定 して い る。勿論 この 長崎本には志筑忠雄 の

原本 に 馬場佐十郎が付 け加えた所が あ るが 、 こ

の 両者の 判別 は非常に困難で あ る 。 こ の 本 は同

じ頭文字の 項目を集あ ア ル フ ァ ベ ッ ト順に 記載

して い る 。 然 し各同 じア ル フ ァ ベ ッ トの 文字 の

項目の 中で は 、 各項目の 順序 に 特別な きま りは

な い 。 そ の 項目の 上 の 欄外に 度 、 重 、 醤 、 銭の

区別が書かれて い るが、こ の 区別が書か れ て い

るの は同 じ頭文字で は初めの 方だけで あ り、 そ

れの ない 項 目が後 に書かれて い る 。 こ の 区別の

有無が 或 は原本 と追加 との 差で は ない か と思 わ

れ るが確証 はない 。

　馬場が度量衡の 取 り扱い に っ い て 極め て慎 重

で あ っ た事は 、 長さ の 単位フ ー ト（voet ）の 記載

に つ い て も知 る事が出来る 。 フ ー トとい う長 さ

は、す べ て の 長さの 単位の 基本で あるばか りで

はな く、容積、重 さの 単位 もこれ に基い て きめ

られて い るの で あ るか ら、 こ れの 換算 を誤 ると

す べ て の 単位の 対応が正 しい もの で な くな るの

で あ る 。 志筑忠雄 もこ の 事を十分理解 して い た

の で 、ブ
ー トの 決定 に は慎重 を期 し、 実測 に よ

っ て 日本尺の 1尺02分と決定 した と書い て い る。

所 が西洋に も種々 の フ
ー

トが あ り 、 加え るに江

戸時代 に は 日本で は物指に っ い て は取締 りが行

わ れて い なか っ た の で 、 異 っ た長 さの 物指 が種

々 作 られ て い た 。 享保尺、念仏尺、又四郎 尺、

折衷尺 で あ る 。 こ の 他に まだ は っ きりわか らな

い が元享堂尺、五 兵衛 （平）尺 とい う尺 もあ っ

た 。 然 し志筑忠雄は 、 西洋の ブ
ー

ト並に 日本の

尺 の どれ を使用 した の か明言 して い ない 。 それ

で馬場佐十郎は 『度量考』 に 、和算家市野茂喬

が江戸の 匠大野規行 と京都の 匠戸田 東三 郎 （但

しすべ て の 関連写本で は 「東」 を 「藤」 と誤 っ

て い る 。 ）が作 っ た物指を使 っ て 、四種の 異 っ

た フ
ー ト尺を実測 した結果 を示 し、 フ ー ト尺 と

の 対応が如何に難か しい かを示 して い る 。 市野

の 測定 した フ
ー

ト尺 は何に よ っ たの かわか らな

い が 、 馬場は幕府が保管 して い たそれ らの 尺の

図を長崎本の 中に描い て い る 。 こ の 図は他の 写

本に は見られない
。

　 こ の 市野茂喬の 実測値は 、 すべ て の r度量

考』 の 写本に記載されて い るが （天理本 A は項

目の S 以下が欠 けて い るの で こ の 所 はな い ）。

長崎本 、大槻本はこ の 数字が正 しく、 坂出本 、

佐久 間本は所々 間違 っ て い る。 それで 前者 と後

者は別系統の 写 本で あ る事がわか る 。 勿論前者

が古い 写本で あ る。 こ の 実測の 数値の 検討 は別

の 機会に 行う っ もりで ある。

　尚こ の 長崎本の 後表紙の 見返 しで あ ろ うか 、

蘭単語を横書きに しそれ の 訳 を横書 と同 じ行 に

縦書 きに した もの がある 。 内容 は、倍半 （一ツ

半） 、 四分一
ノ半 （但シ八 分ノ

ー
ノ事） 、 四分

一
、

一
匁或二 匁 、 二 十四時 、 半オ ン ス 、 半時 、

百二十九 、 二 斤半の 9項 目で 、主 と して 数字関

係で あ り本文に はな い もの で あ る。 或は原筆者

高須が 書 き加え た もの か も知 れない が は っ きり

しない 。

　又巻末の 高須の 判の 上 に 「崎陽嶌原町住人堀

倶壽蔵書」 。 後表紙の 外側に 「崎陽世楽山人

堀記」 の 墨 書が あるが 、 こ の 書き手が どん な人

であ るか わか らな い 。

（2） 大槻本

　こ の 写本は現在静嘉堂文庫 が所蔵 して い る も

の で あるが 、元 来は大槻家 の 所蔵で あ り、　 「大

槻氏印」 が大 き く捺 されて い る の で 、 大槻本の

名が 付 け られて い る。巻首の 凡 例の 次の 内題 の
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次 に 「馬場 貞由編輯 桂国寧増 補t とある。桂

国寧は蘭方医と して は幕府唯一の 奥医師で あ っ

た桂川家の 6 代甫賢国寧で ある。 日本人 と して

最初に西洋の 学会の 会員とな っ た程の 学識があ

っ た桂川国寧は 、 医術は い うまで もな く自然科

学の 各方面 に 関心 を持 っ て い た 。 そ の 為に 西洋

の 度量衡 を知 る必要が あ り、志筑忠雄の r度量

都 を参考 に す る と共に 、 そ こ に 不足 して い る

項目を書 き加 えたの が この 写本で ある 。 国寧 は

大槻家と仲がよ か っ た の で 、彼の 写本が大槻家

に 残 っ た と考 え られ る。

　 こ の 本が前記 の 長崎本 と共に 、 他の 写本 よ り

古 い 時代に書かれたと思われ るの は 、 中に 「榕

按」 とか 「三 才韻譜 曰 く」 とい う宇田川榕庵の

註 が全 くな い 事で あ る。 然 し現 在残 っ て い るこ

の 本 の 写本が、国寧の 書い たそ の ままか どうか

疑問が ある。 と い うの は中の ton（重さ）の説明

に r博物新編 』 を引用 して い る 。 こ の 本は英国

の 宣教 師Benjamin　 Hobson が 清 国の 咸 豊 5年

（日本の 安政 2年 一1855）漢文で 書い て 出版 さ

れ た もの で あ るが 、 国寧 はそれ よ りも早 く弘化

元年 （1844）に 死去 して い る 。 従 っ て こ の 項は

後人の 加筆で ある 。

　 国寧が 加え た項 目の 中で 最も注意すべ きは 、

日本で 最初に メ
ー トル 法の 単位 が紹介 されて い

る事で ある 。 即ち

　 　 　 meter

　　 　 centimeter

　　 　 millimeter

　 　 　 gramme

　　　hectogramme

　　　kilogram

の 文字が見 られ る。 又欄外で はあ るが

　 　　decimeter

　 　　decagramme

の 書 き入れ もあ る。 国寧が い っ こ の 補注を書い

た の か 知 らな い が 、 彼は 日本で メー トル 法に 注

目した 最初の 人で はな か っ た か と考え られ る 。

　尚 こ の 大槻本で 面白い の は

　　　pistool　 schoot 　 （ピ ス トル の 射程）

　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

　　　kanon　　schot 　　　（：大こ石包　　　　　　〃 　　）

　　　snaphaan 　schoot 　（火縄銃　　
〃

　 ）

と銃砲 の 射程距離を書 い て い る事で ある 。 これ

は他の 写本に は全 く見 られな い 。 こ の 事は国寧

が砲術に 関心 を持 っ て い た一
っ の 証拠で もあ る。

　尚厳密に は言え ないが、志筑 の 原本に は各項

目を分類 して 、 銭 、 度、 重 、 醤 、 穀 、 衡 、 数の

字を上欄外に書い て い る の を 、 大槻本もそれを

写 して い るが 、 国寧の 付加 した もの に はそれが

っ い て い な い 。 こ れが付加 した 項目の
一

っ の 目

安に な る 。

（3） 天理本 A

　天理大学 に は r度量考』 の 写本が 二 種あ る 。

1っ は大森氏が 紹介 した もの で あ り、 他は r柳

圃和蘭度量考』 の表題であ りまだ学界に紹介さ

れて い ない 。 まず前者 、 私の言 う天理本 A か ら

紹介する 。

　 こ の 天理 本A は前述の 長崎本、大槻 本 と異 っ

て 、
「榕按 に 三 才韻譜 曰 く」 の 語 が多 く見 られ

るの で 、 宇 田川榕庵が 註を加えた もの に由来 し

て い る事がわか る 。 榕庵は文政 9 年（1826） r厚

生 新編 』 の 翻訳の 仕事を命ぜ られ 、 弘 化 3年

（1846）死没す る まで の 21年間の 長い 間 こ の 仕

事に携 っ て い た 。 その 間彼 は日本最初の 植物学

の 本 r植学啓原』 や 、 化学の 大著 r舎密開宗』

を著述 して い た 自然科学者で あるか ら、 当然西

洋度量衡 との 関係 も深 く、 これを理 解する必要

があ っ た 。 それで 彼は志筑忠雄の r度量考』 を

参考に す る と同時に 、
r厚生新編』 を読んで そ

の 註をこ の 本に 書き加え て い っ た 。 シ ヨ メ
ー

ル

の r百科全書』 、 日本で は r厚生新編』 と名付

け られた本 を 、 榕庵は r三 才韻譜 』 と呼ん で い

る 。 こ の 事は大森実氏が 、 偶然高知大学所蔵の

シ ョ メ ール の r百科全書 S の 中に 、　r三 才韻

薦』 の 小紙が あ るの を発晃 し、両者が 同
一

の 本

で あ る事を認 め た 。 然 し こ れ は r度量考』 の 中

に引用 され て い る r三 才韻譜』 の 文章 と、原書

とを較 べ 合すれば容易に わか るで あ ろう。

　 大森氏 は r度量考』 の 系統に っ い て 、天理本

言十量史石幵究　　20　　［21］1998
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A 、坂 出本、佐久間本を同
一

系列 と見な して い

るが 、これ は必ず しもそ うで は な い 様で あ る。

天理本A に は他に はない 「榕按 1 の 所 も多 く、

又引用書 も他には ない r小シ ヨ メール 』 や 『ハ

ル マ 』 が所々 にあ る 。 又こ の 天理本の A の 特徴

は、他の 写本に 全 くない 時間に関する項目が あ

る事であ る 。 即ち tag（日） 、 maans （月）、yaar

（年）、 minuten （分）の 語が出て 来る 。 この語

は榕庵の r西洋度量考』 に は見 られ るが 、 他の

写本に はない の で榕庵との 関係の 深 い 写本で あ

る事を思わ せ る。 又馬場佐十郎の 事を轂里翁 と

呼ん で い るの も榕庵独特の もの で あり、 如何に

もそ の 塾 に入 門 した弟子の 筆と考え て よ い 。 但

し馬場佐十郎 は36歳の 若さで死去 して い る。 当

時は死亡年齢が若か っ た とは い え 、 翁 と呼ぶ の

は少 し早すぎる様で ある。 或 は馬場は こ の 名で

呼ばれ る程の 風貌で あ っ たの で あろ うか 。 この

本に は メ
ー

トル法の 事は一言 も見 られ ない
。 そ

れで こ の 本は榕庵の 初期の 意見を織 り込んで い

るもの と考 え られ る。

　尚こ の 天理本 A は本文は S で終 りT 以下はな

い 。 恐 らく何等かの 理由で 紛失 した もの で あろ

う。その かわ りに種 々 の 度量衡に 関係の あ る事

項 に っ い て書かれた もの が 合冊 されて い る 。 そ

れ らの 記事に は系統的な もの がな い 。

一応順 を

追 っ て簡単に説明する 。

○　附録　諸金秤量考

　　多 くの 金属 、 石 、 水等の 重 さを 、 黄金 と同

　 じ形 に した もの を秤 っ て い る 。 結局 比重で あ

　るが 、 黄金を100 ポ ン ドとし各物質 の 重 さを

　記載 して い る 。 中に 水を 5ポ ン ドと して い る

　の で 、 これを基準に して現在の 比重値に換算

　する事が 出来る 。

○ 　中国 と日本との 田数、里数 、 度名を書い て

　い るが、ど うや らこ れ は前か らの 続 きで あ り、

　綴 る時に それを失 っ た様に思われ る。

O 　外国と日本尺度 、 分量並 に 量 目

　　和蘭の 新旧 単位系とそ れ に 対す る 日本の 数

　値とを記載 して い る。新 「ヱ ル 」 に 就 て は 在

　口和蘭人の 定め と して 3尺 2寸 8分 7厘 031

　 と して い るが 、 こ の 数値は他で は見な い もの

　で あ る。又近年江戸で は 3尺 2寸 8分 9厘 2

　毛 4 弗 8 と相極て い るとあ るが、これ は伊能

　忠敬の 測定の 子午線 1度28，2里 に基 いて の計

　算値で ある 。 江戸の 極 りとは何を意味するか

　 わか らな い 。

　　新ポン ドも蘭人 は267毛　9分024で あ り、 江

　戸 に て は266毛8分とする 由とあ るが 、 こ の 江

　戸の 値 は r諸髣名物考補遺』 に ある緒方洪庵

　の 実測 に基 く算定 に よ っ た もの と考え られ る 。

○物指 しの 図と名称

　矩。裏尺。自由曲尺。 大曲尺 。 大矩 。 垂準

○　古今の 尺 の 名称と長さ

　縦黍尺 （宗尺 ） 。 横黍尺 （夏尺） 。 商尺 （唐

　尺）。 周尺 。 漢尺 。 鈔尺。 銅尺 。 曲尺 。 玉尺 。

　釼尺 。

○　外国と 日本度量相 当

　　前に書い た 「外国 と日本尺度分量」 の 繰返

　 しで あ る。 何故 こ こに入れ たか わか らな い 。

　唯 「右西儀十郎訳定する所 。 近来砲術書翻訳

　専 ら比例 を以書取也」 の 語があ る の に注 目す

　 べ きで あろ う。

炮 家秘鑑 （放丸秘艦）

　　弾丸の 軌跡が抛物線 とな る事の 説明で ある

　が 、 ち ょ っ と了解 し難い 所がある 。 最後に長

　州　松村大沖訳述 とある 。

西洋新旧度量比較表

O 　新制尺度

　見母 （ドイ ム ）、 把尓牟 （パ ル ム ）、会尓 （

　 ヱ ル ） 、 耳擢 （ル ーデ） 、 迷尓 （メール ）

○　新制液料容器

　賓傑尓弗度 （ヒ ンゲル フ ー ド）、末苴 （マ
ー

　 チ ー） 、 罕 （カ ン） 、 発篤 （ハ ッ ト）

○　新制乾科容器

0 　新制雑貨秤量

○　新制薬品秤量

○　旧制五 国尺 度表
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○　亜謨 旧 制液科容器

○　亜謨旧 制乾科容器

○ 　亜謨旧 制雑貨容器

○　亜謨 旧制薬品容器

○ 　仏蘭西旧制秤量

○　独乙 旧制秤量

で ある 。 この本は最後に 松村義孝氏寄贈の 印が

捺 して あ るが 、 本文中に 名 の 出て い る松村大沖

の 子孫の 方か らの 寄贈で あろ う。

　こ れは度量衡 に は無関係で あ るが、国名フ ラ

ン ス に仏蘭西 、 ドイツ に独 乙 と当時は使 っ て い

な か っ た文字で 、 現在使用 されて い る文字が 出

て い るの は 、 何か意味が あるの で はな い か と思

わ れ る。

（4） 坂出本

　 こ の 本は香川県坂出市の 市立鎌田共済会郷土

博物館の 所蔵本で ある 。 巻末の 識語 に

　　　　文化年 間馬場佐十郎貞由ノ著ニ シテ
…

　　　　
……著者馬場 ノ 自筆ニ シテ伊藤弘ノ愛

　　　蔵物

とあ る 。 然 し本文はすべ て 同 じ筆で あ り、 そ の

中 に馬場死後に書かれた 「榕按二 」 の 文字が あ

る以上 、 馬場の 自筆で な い事は言 うまで もない 。

伊藤弘は讃岐の 産業技術者久米栄左衛門通 賢の

弟子で あり、 当然西洋度量衡 に は関心 が深か っ

た 。 恐 らくこ の 写本は伊藤弘の 自筆か も知 れな

い
。

（5｝ 佐久 間本

　山形大学所蔵の佐久間文庫中 に 収蔵 されて い

る写本で ある 。 佐久間文庫は東北地方の 和算家

佐久間氏 の 旧蔵書で ある。 佐久 間纉 は和算家で

あ ると同時に、明治に入 っ て 地図の 作製に 当 っ

た事 もある とい う。 当時度量衡 は算術家の 取 り

扱 う所で あ っ たの で 、 志筑 の r度量考 』 の 写本

を入手 したか 、 或は 自分で 写 した の で あ ろう。

内容 は全て 坂 出本 と同 じで あ り同系統 の 写本で

あ る。この 本が遠 く東北 まで 流布 して い た事を

思 うと 、 当時の 人 々 は種々 の 西洋文明の 吸収 に

熱心で あ り 、 こ の 本の 需要が大 きか っ た事が思

われ る。

　尚 こ の r度量考 』 の 全文が近代 で紹 介され た

の は 、 平山諦氏に よ る謄写版で の 復刻で あるが 、

それ はこ の 佐久間本で あ っ た 。 今 は コ ピー
で 前

述 の 各写本 を見 る事が 出来 る。

  　天理本 B

　天理 大学の 図書館に は志筑の r度量考』 の 異

本が ある 。 表題 は r柳圃和蘭度量 考』 とあ り、

r柳圃和蘭度量考追加藁』 と合冊 にな っ て い る。

その 巻末の 識語に

　　　右度量考
一

冊 、 我が 柳圃志筑先生の 編輯

　　する所な り。 未だ稿を脱せず して 没す 。 没

　　後予諸を其親に得て之を閲 。 旁注糊箋 、 挿

　　入する者紛雑に して明 らめ難き者多し。 余

　　次で 之を序すと雖も其誤応 に少なか らざる

　　な り。 後進の 士考えて 之を正せ ば則ち余に

　　於て 幸甚な り。

　　　　　　　　文化三丙寅年口極年五 日

　　　　　　　　　　安倍龍士魚書崎陽邸

とあ る。文化 3年 （1806） は志筑忠雄の 死没 し

た年で ある 。 そ の 年 に 於ける写本で あれば、最

も忠雄の 原著の 姿を残 して い る もの と考えた く

な る 。 然 し こ の r度量考』 に は馬場轂里の 文化

9年の 凡例が つ い て い る以上 、 こ の 写本は文化

9年以 後の 書写 しで あ るに ちが い な い 。

　安倍龍は福岡藩士で あ り、 柳圃に従学し蘭圃

と号 して い る位で あるか ら、 柳圃の 死没 した 年

に何かを書き写 したに は間違 い はな い様で あ る 。

恐 らく r柳圃和蘭度量考追加藁』 の事で はなか

ろうか 。 この 本は志筑が r度量考』 を書いた 時

の ノ
ー トの 様な もの で 、

『度量考』 の 結論が ど

こ か ら得 られた もの かの 根拠 と 、 そ の 思考の 順

序 を示 した もの で あり貴重な記録で あ る 。 然 し

文化 9 年の r度量考』 と同
一

の筆で あ るか ら、

こ の 写 本は誰か後の 人が二 本を一
緒に 書き写 し

た と考 え て は ど うで あろ うか。
い ずれに して も

r追加藁』 は貴重な文献で ある事 に 間違 い はな

い 。

計量史研究 20 ［21］1998
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4　 『柳圃和蘭度量考追加藁』

　
一

口 に言 え ば前に も書 い た樣 に 、志筑忠 雄が

西洋度量衡を勉強 した際の 研究 ノー トで ある。

彼 が読んだ多 くの 本の 中 にあ る度量衡に 関す る

文章を、そ の 項 目毎に 原文或 は訳文 と して 記載

して い る 。 こ の ノ ー トを まとめて 結論的な もの

を書 い たの が r度量考』 で あ る。従 っ て こ の ノ

ー トは 、 彼が結論を出 した 筋道 を示 して いる貴

重 な もので あ る 。 最初は面積の単位の morgenl −

and と量 の 単位mudde の 二 語だ けの 説明が単独

に出て い るが、続 い て は銭量 に 関する語、度 、

穀量 、 醤量を集めて の 解説が あ り、 最後に それ

らをま とめて 整理 し見易 く書い て い る 。 そ の 中

に は時節と して

tagmaand

　 　 　 eeUW

　 　 　minut

の 語が あ る 。

（一昼夜）　 week 　　 （一七 日）

（月）　　　 yaar　　 （年）

（百年）　　 uur 　　 （小時）

（分）　 　 　 seconde （秒 ）

　　　　　　こ れ らは多くの r度量考 』 の 写本

の 中で 、 大槻本の 一
本だけが取り上げて い る 。

又 ロ ー
マ 数字や ア ラ ビア数字の 説明 も出て い る 。

　最後の 所は、諸書に 見られ る金属の 比重表が

示 されて い るが、日本の 村松九太夫 なる人の 実

測値、水 1立方寸の 重 さの 値が 7匁 4分 5厘 と

あるの を重要視 し、 こ れを基準 に諸金 の 比重を

算出して い るの は 、 実験物理学者と して の 志筑

忠雄の 面目躍如た る もの が ある 。

　又 この 写本の 中に は 、 仏蘭語の 文章 も引用 し

て い る 。 これは ハ ル マ の r蘭仏辞典』 か らの 引

用で はない か と思われ るが 、 志筑忠雄は フ ラ ン

ス 語 も理解 して い たの で はない か と推測 され る 。

然 しこ の 事 は私 はまだ確 かめて い ない 。

It　is　impDssible　to　establish 　c夏韮1tural

interrelation　between　countries 　without

conlnlanding　weights 　and 　measures 　of　the

COUnterpart 　COuntries ，　PartiCularly　in

the　fields　of　asもronomy ，　medicine ，

Physical　sciences ，　technoIogy，　industry

and 　trade．　Japan　in　the　late　Yedo　era

was 　forced　to　overcome 　the　above
−mention

−ed　 obstacles ，　through　the　sole 　window

on　the　West，　na皿ely 　the　Netherlands．

This　paper　aims 　at　describing　how　Japan

learnt　the　wide 　varieties 　of　 European

weights 　and 　measures 　by　the　aids 　of

Dutch　books，　and 　at　revealing 　the　import
−ance 　of　the　manuscript 　related 　to　this

subject 　written 　by　 Tadao　SHIZUKI，　a

Japanese　scholar 　of　Dutch　learning　as

well 　as　severai 　 versions 　of　its　copies ．

These　documents，　together　with 　the

Japanese　book　cited 　in　them，　tell　us　how

Japan　introduced　and 　utilized 　Western

weights 　and 　measures ．

註 11）　 「志筑忠雄の 「度量考」 に っ い て 」 、

　　　大森実 、 　 r近世の 洋学と海外交渉』

　　 　巌 南堂書店、1979．

Introduction　of　Western　Weights　and 　Mea−

sures 　into　Japan　（1）

　　　　　　　　 Manpei　HASI｛IMOTO
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